
評
で1モ：

㍉ヨ

山
本
理
佳
著

『「

ﾟ
代
化
遺
産
」
に
み
る

　
　
国
家
と
地
域
の
関
係
性
』

大
　
平
　
晃
　
久

　
人
文
地
理
学
で
は
、
歴
史
学
や
社
会
学
、
民
俗
学
な
ど
と
同
様
に
、
文
化

遺
産
を
扱
っ
た
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
著
者
山
本
理
佳
氏
の
博
士

論
文
を
元
に
し
た
本
書
は
、
…
ぢ
の
門
近
代
化
遺
産
」
　
　
北
九
州
市
八
幡

の
八
幡
製
鉄
所
東
田
第
＝
尚
炉
と
、
佐
世
保
市
の
米
軍
基
地
内
の
旧
軍
建
造

物
　
　
を
事
例
と
し
て
、
文
化
遺
産
の
構
築
に
お
け
る
国
家
と
地
域
の
関
係

性
を
、
地
域
の
日
常
的
実
践
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
特
長
は

次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

　
ω
　
二
つ
の
「
近
代
化
遺
産
」
の
イ
ン
テ
ン
シ
ヴ
な
調
査
・
分
析

　
②
　
　
「
近
代
化
遺
産
」
の
現
代
国
家
に
お
け
る
役
割
の
解
明

　
㈹
　
文
化
遺
産
に
よ
る
地
域
の
国
家
へ
の
回
収
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の
批

　
　
　
判
と
乗
り
越
え

　
今
後
の
文
化
遣
産
研
究
に
広
く
示
唆
を
与
え
る
研
究
で
あ
り
、
時
宜
を
得

た
出
版
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
以
下
で
は
本
書
の
構
成
、
序
章
と
終
章
を
除
く
各
藩
の
要
約
を
示
し
た
の

ち
に
、
上
記
の
ω
～
㈹
に
従
っ
て
内
容
を
い
さ
さ
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
著
者
は
「
近
代
化
遺
産
」
を
常
に
括
弧
付
け
で
用
い
て
お
り
、
本
稿

も
そ
れ
に
従
う
。

　
序
章
　
問
題
意
識
と
目
的

第
一
部
　
本
書
の
分
析
枠
組
み

　
第
一
章
　
現
代
的
国
家
支
配
と
「
近
代
化
遣
産
」

　
第
二
章
　
　
「
近
代
化
遺
産
」
の
構
築
実
践
に
お
け
る
戦
略
と
戦
術

第
二
部
　
北
九
州
市
に
お
け
る
産
業
施
設
の
門
近
代
化
遺
産
偏
化

　
第
三
章
　
近
現
代
重
工
業
都
市
の
変
容
一
八
幡
か
ら
北
九
州
へ
一

　
第
四
章
　
産
業
施
設
の
「
近
代
化
遺
産
」
化
i
戦
略
と
戦
術
一

第
三
部
佐
世
保
市
に
お
け
る
軍
事
施
設
の
「
近
代
化
遺
産
扁
化

　
第
五
章
　
近
現
代
軍
事
都
市
に
お
け
る
変
容
　
　
米
軍
存
在
を
め
ぐ
っ
て

第
六
章
　
軍
事
施
設
の

終
章
　
結
論

「
近
代
化
遺
産
」
化
一
戦
略
と
戦
術
一

　
第
一
章
で
は
、
近
代
・
現
代
国
家
支
配
の
あ
り
方
か
ら
議
論
が
起
こ
さ
れ

る
。
近
代
以
降
の
国
家
は
、
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
と
し
た
武
力
蓄
積

に
よ
っ
て
最
上
位
の
権
力
主
体
す
な
わ
ち
主
権
国
家
と
い
う
性
格
を
帯
び
、

領
域
的
支
配
を
特
徴
と
す
る
。
し
か
し
、
現
代
で
は
資
本
主
義
の
発
達
が
国

土
を
超
え
て
進
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
の
存
立
基
盤
と
し
て
の
国
土
と
、

実
質
的
な
政
治
・
経
済
の
空
間
的
範
域
が
乖
離
し
て
お
り
、
著
者
は
、
こ
の

よ
う
な
国
家
支
配
の
あ
り
方
を
現
代
的
国
家
支
配
と
み
な
し
て
い
る
。
も
う

一
つ
の
現
代
的
国
家
支
配
の
特
徴
が
文
化
主
義
的
側
面
を
強
く
持
つ
こ
と
で

あ
り
、
経
済
的
共
同
性
の
喪
失
を
代
替
す
る
形
で
文
化
的
共
同
性
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
現
代
的
国
家
支
配
の
政
策
的
ツ
ー
ル
が
「
近
代
化

遺
産
」
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
日
本
に
お
け
る
「
近
代
化
遺
産
扁
の
成
立
と
政
治
と
の
か
か
わ
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り
が
詳
説
さ
れ
る
。
「
近
代
化
遺
産
」
は
、
文
化
庁
に
よ
る
調
査
（
～
九
九

〇
年
朋
始
）
に
伴
っ
て
創
ら
れ
た
概
念
で
あ
り
、
大
量
の
建
造
物
が
「
近
代

化
遺
産
」
と
し
て
保
護
す
べ
き
文
化
遺
産
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

著
者
は
こ
う
し
た
「
近
代
化
遺
産
」
の
出
現
を
一
九
八
○
年
代
以
降
の
文
化

政
策
活
発
化
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
～
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、
登
録

文
化
財
制
度
に
代
表
さ
れ
る
文
化
財
の
増
大
が
始
ま
り
、
そ
の
多
く
が
「
近

代
化
遺
産
」
で
あ
る
。
著
者
は
こ
う
し
た
状
況
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か

で
形
骸
化
す
る
国
土
を
文
化
的
側
面
か
ら
充
填
し
て
い
く
も
の
」
と
論
じ
て

い
る
。

　
第
二
章
で
は
本
書
を
貫
く
分
析
枠
組
み
が
議
論
さ
れ
る
。
初
め
に
、
地
理

学
に
お
け
る
文
化
遺
産
研
究
の
成
果
と
問
題
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、

日
本
の
地
理
学
に
お
け
る
景
観
と
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
す
る
研
究
で
は
、

国
家
に
取
り
込
ま
れ
、
下
支
え
す
る
地
域
ば
か
り
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
批

判
す
る
。
そ
し
て
、
近
年
の
文
化
遺
産
を
め
ぐ
る
研
究
の
う
ち
、
住
民
の
日

常
的
視
線
と
国
家
な
ど
権
力
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
ず
れ
や
翻
飴
を
明
ら
か

に
し
た
研
究
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
著
者
が
採
る
理
論
的
枠
組
み

が
、
ド
・
セ
ル
ト
！
の
戦
略
／
戦
術
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
近
代
化
遺
産
」

は
、
一
九
九
〇
年
代
に
国
の
文
化
政
策
に
組
み
込
ま
れ
る
前
は
国
家
や
資
本

の
権
力
的
空
間
生
成
へ
の
抵
抗
と
い
う
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
地
域
が
国
家

へ
と
収
敏
し
て
い
っ
た
さ
ま
が
そ
こ
に
読
み
取
れ
る
が
、
地
域
は
た
だ
受
動

的
な
存
在
で
は
な
く
、
「
近
代
化
遺
産
」
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
意
味
づ

け
、
用
い
て
い
く
か
と
い
う
実
践
に
多
様
な
抵
抗
が
現
れ
る
と
著
者
は
論
じ

る
。
そ
し
て
、
「
近
代
化
遺
産
」
を
め
ぐ
る
地
域
住
民
の
「
戦
術
偏
的
実
践

と
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
は
国
家
に
従
順
に
組
み
込
ま

れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
う
る
と
い
う
。

　
第
三
章
で
は
八
幡
を
中
心
と
す
る
北
九
州
市
の
近
代
以
降
の
変
容
が
描
き

出
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
北
九
州
市
で
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
八
幡
製
鉄

所
の
合
理
化
・
縮
小
と
と
も
に
、
工
業
あ
る
い
は
鉄
鋼
業
に
代
わ
っ
て
商
業

の
ウ
ェ
ー
ト
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
宮
営
製
鉄
所
創
設
の
地
で
あ
る
八

幡
東
田
・
洞
岡
の
高
炉
群
は
一
九
七
〇
年
代
に
す
べ
て
稼
動
停
止
と
な
り
、

一
九
八
七
年
以
降
の
八
幡
製
鉄
所
は
戸
畑
の
高
炉
一
基
の
み
の
体
制
と
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
る
。

　
次
い
で
、
製
鉄
所
が
生
塵
を
拡
大
し
て
い
た
一
九
六
〇
年
代
半
ば
頃
ま
で

の
、
製
鉄
産
業
を
核
に
発
展
し
た
八
幡
の
空
間
構
造
が
論
じ
ら
れ
る
。
製
鉄

所
の
雇
用
規
模
は
圧
倒
的
に
大
き
く
、
製
鉄
所
内
の
職
員
、
職
工
、
職
夫
、

さ
ら
に
下
請
け
と
い
う
序
列
が
官
舎
（
社
宅
）
に
お
け
る
職
階
別
の
住
み
分

け
な
ど
に
よ
っ
て
空
電
的
に
反
映
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
職
工
長
屋
す
ら
周

囲
か
ら
は
羨
望
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

点
か
ら
、
著
者
は
、
製
鉄
所
の
序
列
が
地
域
社
会
に
反
映
さ
れ
、
地
域
社
会

全
体
で
製
鉄
所
を
至
上
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
と
結
論

づ
け
て
い
る
。

　
続
い
て
三
つ
め
に
、
～
九
六
〇
年
代
末
以
降
の
製
鉄
所
を
頂
点
と
す
る
八

幡
の
空
問
構
造
の
再
編
と
、
八
幡
か
ら
北
九
州
へ
の
空
間
再
編
が
論
じ
ら
れ

る
。
製
鉄
所
合
理
化
に
よ
っ
て
、
社
宅
の
縮
小
・
転
用
な
ど
福
利
厚
生
施
設

が
消
滅
す
る
と
と
も
に
、
元
来
の
八
幡
の
中
心
で
製
鉄
所
が
所
在
す
る
八
幡

東
区
よ
り
も
八
幡
西
区
が
発
展
を
み
せ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
一
九
六
三

年
の
北
九
州
市
成
立
後
、
重
厚
長
大
型
産
業
か
ら
第
三
次
産
業
へ
の
産
業
の

中
心
の
移
行
に
伴
っ
て
、
小
倉
と
黒
革
（
八
幡
西
区
）
が
発
展
し
、
八
幡
、

門
司
な
ど
が
衰
退
す
る
と
い
う
布
域
の
空
間
的
再
編
が
起
こ
っ
た
。
一
九
八

七
年
の
末
吉
市
政
で
小
倉
、
黒
崎
が
そ
れ
ぞ
れ
都
心
、
副
都
心
と
位
罎
づ
け
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巨己

ら
れ
た
一
方
、
八
幡
東
区
は
行
政
主
導
で
既
存
産
業
か
ら
の
脱
却
・
転
換
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
つ
て
の
北
九
州
地
域
の
核
で
あ
る
八
幡
東
区

が
北
九
州
市
と
い
う
新
た
な
地
域
の
中
に
疲
弊
地
域
と
し
て
取
り
込
ま
れ
、

再
編
さ
れ
て
い
っ
た
と
著
者
は
ま
と
め
て
い
る
。

　
第
四
章
で
は
八
幡
製
鉄
所
東
田
第
一
高
炉
の
「
近
代
化
遺
産
」
化
の
動
き

が
、
戦
術
／
戦
略
の
枠
厚
み
で
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
存
廃
問
題
の
概

略
と
し
て
、
東
田
の
高
炉
群
は
一
九
七
二
年
に
す
べ
て
操
業
停
止
と
な
り
、

一
九
八
九
年
に
新
理
鐵
に
よ
る
取
り
壊
し
方
針
が
発
覚
し
た
こ
と
、
住
民
グ

ル
ー
プ
を
中
心
と
し
た
広
範
な
保
存
運
動
の
結
果
、
市
は
保
存
方
針
を
決
定
、

九
六
年
に
市
指
定
史
跡
、
整
備
を
経
て
九
九
年
に
公
開
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が

示
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
東
田
第
一
高
炉
そ
の
も
の
は
一
九
六
二
年
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
性
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

　
次
に
、
保
存
決
定
に
至
る
経
緯
が
、
一
九
九
二
年
前
半
ま
で
の
住
民
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
意
見
申
立
て
、
そ
れ
以
後
の
市
や
新
ヨ
鐵
、
文
化
庁
な

ど
の
問
の
交
渉
の
二
つ
の
局
面
に
分
け
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い

て
は
、
隅
西
日
本
新
聞
b
の
「
東
田
高
炉
へ
の
思
い
」
と
い
う
連
載
記
事
の

分
析
か
ら
、
広
い
時
間
幅
の
多
様
な
過
去
、
「
負
の
記
憶
」
や
、
一
九
八
○

年
代
後
半
以
降
の
製
鉄
所
に
依
存
し
な
い
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み
ま
で

が
、
高
炉
の
保
存
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
著

者
は
、
保
存
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
の
社
会
的
属
性
や
活
動
内
容
の
詳
細
の

分
析
や
直
接
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
保
存
運
動
が
八
幡
東
区
住
民
を

中
核
と
し
、
北
九
州
市
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
で
展
開
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

上
に
成
立
し
て
い
た
と
み
る
。
後
者
の
一
九
九
二
年
後
半
以
降
の
交
渉
に
つ

い
て
は
、
市
と
文
化
庁
の
交
渉
過
程
で
布
が
文
化
財
指
定
に
よ
る
保
存
を
強

く
求
め
、
市
指
定
史
跡
に
落
ち
着
い
た
こ
と
、
新
B
鐵
は
当
初
、
製
鉄
産
業

の
痕
跡
を
一
掃
す
る
こ
と
を
匿
指
し
て
い
た
の
が
、
高
炉
を
歴
史
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
再
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
の
中
核
に
位
麗
づ
け
る
に
至
っ
た
こ
と
が
示
さ

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
田
第
一
高
炉
の
「
近
代
化
遺
産
扁
化
は
、
当
初
住
民
が

大
き
く
関
わ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
が
、
国
家
や
企
業
に
都
合
の
よ
い
空
間

創
出
・
再
編
の
戦
略
的
実
践
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
著
者
は
論
じ
る
。

た
だ
し
、
住
民
は
た
だ
そ
れ
を
受
容
す
る
存
在
で
は
な
く
、
保
存
方
法
へ
の

批
判
の
表
明
の
ほ
か
、
住
民
の
語
り
の
な
か
に
、
高
炉
保
存
を
製
鉄
所
に
対

す
る
異
議
申
し
立
て
・
勝
利
の
シ
ン
ボ
ル
と
と
ら
え
る
見
方
が
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
著
者
は
着
目
し
て
い
る
。

　
第
五
章
で
は
佐
世
保
に
お
け
る
米
軍
の
位
遣
づ
け
が
歴
史
的
に
詳
説
さ
れ

て
い
る
。
佐
世
保
に
駐
留
す
る
米
軍
の
経
済
効
果
は
、
初
期
は
と
も
か
く
決

し
て
大
き
く
な
い
こ
と
、
佐
世
保
市
は
旧
軍
港
都
市
中
、
軍
民
転
用
率
が
も

っ
と
も
低
く
、
地
域
の
産
業
発
展
を
阻
害
し
て
お
り
、
返
還
要
求
が
続
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
ま
ず
示
さ
れ
る
。
次
に
、
佐
世
保
に
お
け
る
米
海
軍

原
子
力
艦
艇
寄
港
反
対
運
動
、
と
り
わ
け
｝
九
六
八
年
　
月
の
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
闘
争
の
概
略
と
そ
れ
が
米
軍
駐
留
の
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
こ
と
が

示
さ
れ
る
。
著
者
は
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
闘
争
は
警
察
の
反
対
派
学
生
へ

の
行
き
過
ぎ
た
暴
力
に
よ
っ
て
、
無
関
心
だ
っ
た
地
元
住
民
が
米
軍
存
在
に

疑
問
を
抱
く
に
至
る
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
こ
と
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
闘

争
は
佐
世
保
川
を
は
さ
ん
で
西
に
軍
施
設
、
東
に
市
街
地
が
位
置
す
る
佐
世

保
の
空
間
構
造
に
依
拠
し
て
お
り
、
警
察
は
米
軍
基
地
を
守
り
市
街
地
側
と

敵
対
す
る
構
図
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降

の
基
地
縮
小
の
な
か
で
佐
世
保
川
西
岸
の
一
部
も
返
還
さ
れ
、
上
述
し
た
戦

前
か
ら
続
く
軍
と
布
民
を
分
け
隔
て
る
空
間
構
造
に
変
化
が
生
じ
た
。
さ
ら
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に
、
一
九
八
○
年
代
以
降
は
行
政
に
よ
っ
て
、
米
軍
の
暴
力
を
曖
昧
化
す
る

空
間
創
出
が
行
わ
れ
た
り
、
米
軍
や
ア
メ
リ
カ
が
地
域
の
歴
史
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
深
く
関
わ
る
も
の
と
し
て
演
出
さ
れ
た
り
し
て
い
る
と
著
者
は

論
じ
る
。

　
第
六
章
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
佐
世
保
の
米
軍
基
地
内
に
存
在
す

る
煉
瓦
倉
庫
の
「
近
代
化
遺
産
」
化
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
依
世
保
で
は

「
近
代
化
遺
産
」
の
多
く
が
米
軍
や
海
上
自
衛
隊
の
管
理
下
に
あ
る
。
軍
事

基
地
の
持
つ
機
密
性
・
閉
鎖
性
は
、
公
開
を
原
則
と
す
る
文
化
遺
産
と
は
相

容
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
米
軍
施
設
の
「
近
代
化
遺
産
」
化
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
文
化
遺
産
の
門
優
れ
た
保
存
管

理
者
」
と
し
て
の
米
軍
像
の
構
築
が
米
軍
の
正
当
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
著
者
は
論
じ
る
。
た
だ
し
、
保
存
に
取
り
組
む
住
民
は
そ
う
し
た
米
軍

像
を
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
調
査
名
目
な
ら
米
軍
基
地
に
比
較

的
容
易
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
基
地
に
立
ち
入
る
手
段
と

し
て
戦
術
的
に
「
近
代
化
遣
産
」
の
保
存
運
動
に
関
わ
っ
て
い
る
者
も
い
る

こ
と
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
佐
世
保
の
事
例
で
も
権
力
側
の
戦
略
的
実
践
に

回
収
さ
れ
な
い
地
域
の
戦
術
的
実
践
が
み
い
だ
さ
れ
る
と
著
者
は
論
じ
て
い

る
。　

さ
て
、
評
者
は
最
初
に
本
書
の
特
長
と
し
て
三
つ
の
点
を
あ
げ
て
お
い
た
。

こ
こ
か
ら
は
そ
れ
に
従
っ
て
内
容
を
検
討
し
、
コ
メ
ン
ト
し
て
い
き
た
い
。

ω
　
二
つ
の
「
近
代
化
遺
産
」
の
イ
ン
テ
ン
シ
ヴ
な
調
査
・
分
析

　
こ
の
よ
う
な
文
化
遺
産
や
景
観
を
扱
う
研
究
で
は
、
多
く
の
地
域
の
事
例

か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
著
者
は
二
つ
の
事
例
、
北
九
州

市
八
幡
の
八
幡
製
鉄
所
東
田
第
一
高
炉
と
佐
世
保
市
の
米
軍
基
地
内
の
旧
軍

建
造
物
に
絞
っ
て
調
査
・
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
住
民

や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
と
い
っ
た
多
大
な
時
問
と
労
力
を
伴
う

イ
ン
テ
ン
シ
ヴ
な
調
査
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
を
生
か
し
た
深
み
の
あ
る
分

析
・
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
ず
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　
あ
え
て
二
点
ほ
ど
注
文
を
つ
け
る
な
ら
、
～
つ
め
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
方

法
や
日
時
な
ど
の
基
本
的
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
四
章
で
膨
大

な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
が
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け

る
。
二
つ
の
事
例
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
も
う
一
章
ず
つ
増
や
せ
る
く
ら
い
の

調
査
内
容
で
あ
る
は
ず
で
、
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
た
。

　
二
つ
め
に
、
二
つ
の
「
近
代
化
遺
産
」
が
重
大
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

地
域
内
の
他
の
「
近
代
化
遺
産
」
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
も
よ
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
保
存
運
動
の
空
間
ス
ケ
ー
ル
を
論
じ
て
い
る
だ
け
に

な
お
さ
ら
で
あ
る
。
北
九
州
で
あ
れ
ば
、
同
じ
製
鉄
所
内
の
旧
本
事
務
所
や
、

市
内
の
同
じ
く
「
近
代
化
遺
産
」
を
生
か
し
た
再
開
発
が
行
わ
れ
た
門
司
港

地
区
へ
の
雷
及
が
ほ
し
か
っ
た
。
佐
世
保
で
も
、
海
上
自
衛
隊
、
S
S
K
内

の
旧
聞
建
造
物
の
状
況
と
比
較
す
る
こ
と
で
米
軍
の
特
異
性
が
浮
か
び
上
が

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

働
　
　
「
近
代
化
遺
産
」
の
現
代
国
家
に
お
け
る
役
割
の
解
明

　
文
化
遺
産
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
は
自
明
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
な
か

で
の
「
近
代
化
遺
産
」
の
特
徴
を
著
者
が
明
確
に
提
示
し
た
こ
と
は
高
く
評

価
さ
れ
る
。
著
者
が
示
す
と
お
り
、
文
化
遺
託
は
近
代
国
家
成
立
以
降
の
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
近
代
化
遺
産
」
は
日
本
の
場
合
一
九
九
〇
年
代
の

新
し
い
概
念
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
著
者
は
「
近
代
化
遺
産
一
を
グ
ロ
ー
バ
ル

化
で
弱
ま
っ
た
国
家
的
紐
帯
を
補
強
・
維
持
す
る
「
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

装
置
扁
と
み
な
し
て
い
る
（
三
頁
）
。
説
得
力
の
あ
る
説
明
で
あ
り
、
他
の
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評書

事
例
へ
の
応
用
や
他
の
事
例
に
よ
る
検
証
が
可
能
な
議
論
と
い
え
よ
う
。
あ

る
い
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
生
活
文
化
や
当
時
の
科
学
技
術
へ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
（
＋
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ま
な
ざ
し
）
を
め
ぐ
る
議
論
と
も

接
合
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
少
々
気
に
な
っ
た
点
を
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
、
「
現
代
的
国
家
支
配
し

を
め
ぐ
る
議
論
で
国
民
国
家
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
序
章
で
「
国
民
国
家
研
究
の
視
点
漏
を
と
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
（
二
頁
）
。
し
か
し
、
第
　
亭
亭
一
節
の
議
論
は
「
国
家

の
鼠
9
」
の
み
で
、
元
来
国
民
国
家
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
国
家
の

成
立
原
理
の
延
長
上
で
、
前
提
と
し
て
国
民
国
家
で
あ
る
は
ず
の
門
現
代
的

国
家
支
配
」
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
文
化
遺
産
は
国
民
国
家
β
讐
8
ω
3
竃

の
う
ち
（
あ
え
て
分
け
る
な
ら
）
置
け
δ
p
に
関
わ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
実
は
、

著
者
は
「
国
家
の
共
同
体
」
と
い
う
表
現
で
、
国
民
国
家
に
書
及
し
て
い
る

箇
所
が
あ
る
（
一
六
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
な
お
、
第
一
章
第
一
節
の
議
論
は
萱
野
に
依
拠
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

暴
力
の
独
占
と
し
て
の
国
家
、
近
代
国
家
の
薬
理
国
家
と
し
て
の
特
徴
、
国

内
市
場
・
生
産
拠
点
空
洞
化
と
い
っ
た
一
般
的
な
内
容
で
あ
り
、
魅
力
的
で

は
あ
る
が
定
番
書
と
は
い
え
な
い
同
書
を
あ
え
て
引
用
す
る
の
は
少
々
奇
異

に
感
じ
た
。

㈹
　
文
化
遺
産
に
よ
る
地
域
の
国
家
へ
の
回
収
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の
批
判

　
と
乗
り
越
え

　
日
本
の
人
文
地
理
学
が
、
社
会
学
や
民
俗
学
と
比
較
し
て
も
、
国
家
に
従

順
な
地
域
像
ば
か
り
を
生
産
し
て
き
た
こ
と
を
著
者
は
批
判
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
北
九
州
の
事
例
、
佐
世
保
の
事
例
の
双
方
と
も
、
住
民
の
語
り
の
な

か
に
、
決
し
て
国
家
に
回
収
さ
れ
な
い
戦
術
的
実
践
を
み
い
だ
し
て
い
る
。

ま
た
、
著
者
は
北
九
州
の
高
炉
保
存
運
動
が
八
幡
東
区
住
民
を
中
核
と
し
、

北
九
州
市
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
で
展
開
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
上
に
成
立
し

て
い
た
と
み
て
い
る
が
（
一
二
　
頁
）
、
こ
こ
で
は
権
力
側
の
工
銭
再
編

（
合
併
）
を
住
民
が
利
用
し
た
と
い
う
戦
術
的
実
践
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
知
見
は
、
上
で
確
認
し
た
イ
ン
テ
ン

シ
ヴ
な
調
査
の
結
果
初
め
て
示
し
え
た
も
の
と
い
え
、
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
に
評
価
し
た
上
で
疑
問
点
を
あ
げ
る
な
ら
、
一
つ
め
に
、
な
い

も
の
ね
だ
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
語
り
以
外
で
何
か
実
践
一
例
え
ば

写
真
展
、
個
人
史
出
版
な
ど
一
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
北
九
州
の
事
例
に
つ

い
て
は
桜
の
植
樹
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
（
＝
二
五
頁
）
、
こ
れ
は
も
っ
と

注
目
す
べ
き
実
践
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
（
ω
の
最
後
で
コ

メ
ン
ト
し
た
こ
と
で
も
あ
る
が
）
個
々
の
「
近
代
化
遺
産
」
で
は
な
く
地
域

に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
地
域
に
あ
る
高
炉
や
旧
軍
建
造
物
で

は
な
い
別
の
文
化
遺
産
と
そ
の
記
憶
を
掘
り
起
こ
し
て
提
示
し
て
い
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
戦
術
的
な
実
践
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
二
点
め
に
、
地
域
に
地
方
自
治
体
は
入
る
の
か
否
か
。
著
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
市
行
政
を
国
家
権
力
の
一
部
と
し
て
論
じ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
う
と
は

し
な
い
考
え
方
も
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
保
存
に
消
極
的
な
国
（
文
化
庁
）
と

粘
り
強
く
交
渉
し
、
建
造
物
で
は
な
く
史
跡
と
し
て
の
保
存
を
選
択
す
る
と

と
も
に
、
補
助
金
の
獲
得
に
成
功
し
た
北
九
州
市
の
し
た
た
か
さ
は
、
多
分

に
戦
術
的
と
み
る
こ
と
す
ら
可
能
で
は
な
い
か
。

　
三
点
め
に
、
地
域
の
空
間
ス
ケ
ー
ル
の
問
題
が
あ
る
。
本
書
で
は
国
家
と

地
域
（
地
元
、
あ
る
い
は
住
民
）
の
関
係
性
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
四
章
の
新
聞
記
事
の
分
析
で
は
、
特
に
話
者
の
現
住
所
や
出
身
地
は
問

題
と
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
「
地
元
福
岡
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
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（
；
二
頁
）
。
一
方
、
六
章
で
は
、
学
識
経
験
者
（
長
崎
市
内
の
大
学
教

③授
）
は
地
元
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
二
〇
八
頁
）
。
人
文

地
理
学
で
は
、
例
え
ば
、
八
幡
東
区
と
い
う
空
間
ス
ケ
ー
ル
と
、
北
九
州
市

全
体
、
あ
る
い
は
地
光
小
学
校
区
と
い
う
空
間
ス
ケ
ー
ル
で
は
開
発
に
対
す

る
賛
否
が
違
う
と
い
う
よ
う
な
、
空
間
ス
ケ
ー
ル
と
事
象
の
か
か
わ
り
を
問

題
と
し
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
す
る
と
、
三
章
で
空
間
ス
ケ
ー
ル
が
せ
っ
か
く

論
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
も
う
少
し
地
域
（
地
元
）
を
厳
密
に
、
あ
る

い
は
い
く
つ
か
の
ス
ケ
ー
ル
に
分
け
て
議
論
で
き
る
と
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　
ω
～
㈹
以
外
で
気
に
な
っ
た
点
を
駆
け
足
で
三
点
ほ
ど
示
し
た
い
。
一
つ

は
、
空
間
と
い
う
用
語
で
あ
る
。
具
象
的
な
「
地
域
」
に
対
し
て
抽
象
的
な

意
味
の
「
空
問
」
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
用
法
が
説
明
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
、
一
般
の
読
者
に
と
っ
て
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
。

二
つ
め
は
三
章
の
八
幡
製
鉄
所
の
歴
史
の
部
分
で
、
地
域
社
会
が
製
鉄
所
を

中
心
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
八
三
頁
）
。
こ
こ
で
は
生

活
面
だ
け
で
な
く
、
地
方
政
治
の
面
か
ら
の
検
討
が
あ
る
ほ
う
が
よ
か
っ
た

だ
ろ
う
。
最
後
に
地
図
表
現
の
問
題
が
あ
る
。
地
図
を
用
い
て
説
明
す
べ
き

な
の
に
地
図
が
な
い
箇
所
や
、
表
記
や
注
記
の
誤
り
、
み
や
す
い
地
図
と
は

い
い
が
た
い
地
図
が
散
見
さ
れ
た
。
細
か
い
点
で
は
あ
る
が
、
入
文
地
理
学

に
と
っ
て
軽
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

心
を
持
た
れ
る
好
著
で
あ
る
証
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
出
版
後
、
著
者
は
大
学
の
観
光
関
係
の
コ
ー
ス
に
所
属
し
て
教
育
・

研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
新
た
な
研
究
の
展
開
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
。

①
萱
野
稔
人
『
国
家
と
は
な
に
か
㎞
以
文
社
、
二
〇
〇
五
年
。

②
例
え
ば
、
八
幡
西
区
に
お
け
る
堀
川
運
河
の
保
存
運
動
は
、
底
辺
労
働
者
の
労

　
苦
と
い
う
新
し
い
地
域
像
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
む
ろ
ん
、
そ

　
れ
も
ま
た
す
ぐ
に
国
家
に
圓
収
さ
れ
か
ね
な
い
の
で
は
あ
る
が
。

③
著
者
は
門
学
識
経
験
者
縣
と
し
か
示
し
て
い
な
い
が
、
引
耀
元
文
献
を
参
照
し

　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
5
判
　
二
四
七
頁
　
二
〇
＝
二
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
今
書
院
　
税
別
五
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

124 （866）

　
思
い
の
ほ
か
、
コ
メ
ン
ト
が
く
ど
く
ど
し
く
な
っ
た
。
ご
寛
恕
を
願
い
た

い
。
な
お
、
本
稿
執
筆
中
に
、
『
西
日
本
新
聞
臨
（
二
〇
～
三
年
七
月
十
四
日

付
）
紙
上
で
本
書
の
好
意
的
な
書
評
を
目
に
し
た
。
本
書
が
多
方
薗
か
ら
関


